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自立と共生をめざす家庭科教育
－ －家族・家庭を核として

１橋 本 雅 子

家庭科教育では、生活の自立とともに、互いに支え合って生きていることを自覚し、自分や周囲の人々を

より深く理解できる豊かな心や社会性を育むことが求められている。そこで、本研究では、生活するよりど

ころである「家族・家庭」を核とし、自立と共生を根底に据えて題材や指導法のあり方を探った。

はじめに

近年、生活環境や社会環境の変化には著しいものが

ある。物質的に豊かになり便利になることによって、

衣食住に関しては何不自由なく多くの物を簡単に手に

入れることや処理することが可能になった。その反面

生活体験や自然体験、また、人と直接かかわる機会が

少なくなり、子どもたちの発達や意識・行動に与える

影響について危惧されている。科学技術や情報技術の

進展の中で、基本的生活習慣や技能の低下、価値観の

変化をあやぶむ声も少なくない。

平成10年の学習指導要領告示以降、小・中・高等学

校の家庭科は、少子高齢化への対応や男女共同参画社

会の推進を考慮して、家庭のあり方や家族の人間関係、

子育ての意義等の内容が一層充実されるようになり、

今日、家庭科教育に寄せられる期待も大きい。

研究テーマ設定の理由

中学校技術・家庭科の家庭分野は「実践的・体験的

な学習活動を通して、生活の自立に必要な衣食住に関

する基礎的な知識と技術を習得するとともに、家庭の

機能について理解を深め、課題をもって生活をよりよ

くしようとする能力と態度を育てる。」を目標として

いる。生徒が生活の自立をめざす中で、人々に支えら

れて生活していることに気づき、自分も生活を支える

一員としての自覚をもって、生活をよりよくすること

ができるようにしたい。そこで、家庭の機能について

理解を深め、家庭・社会の一員として家庭生活を総合

的にとらえる力を身につけ、男女で協力して生活する

ことの重要性や家庭観等について健全な考え方を醸成

したいと考える。

また、従来から重要視されている「家族と家庭生

活」は、プライバシーにもかかわり、家庭科を教える

１ 座間市立西中学校

研修分野（家庭）

立場から扱いにくいと思われ、研究も多くないことか

ら、どのような内容をどのような指導方法で行えばよ

いのか等を研究することは必須のことと考える。

これらのことから、自立と共生をめざす家庭科教育

のあり方について、家族・家庭の学習を中心として研

究を進めることにした。

研究の内容

１ 研究構想図

研究の内容を第１図のように構想した。

技術・家庭科 家庭分野の目標

実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要

な衣食住に関する基礎的な知識と技術を習得するとともに

家庭の機能について理解を深め、課題をもって生活をより

よくしようとする能力と態度を育てる。

めざす生徒像

○家族・家庭生活の大切さを考えることができ、役割を自

覚できる生徒

○家庭生活から課題を発見し、主体的に課題を解決してい

こうとする生徒

○多様化する生活の変化に何が適切であるか選択し、活用

できる生徒

社会的背景 生徒の実態

・家族の変化 ・生活体験の不足

核家族化、単身化 ・家族と共に過ごす時研

個人化、少子高齢化 間の減少

・人とかかわる力の不究

・生活環境の変化 足

便利な家庭機器の普 ・基本的生活習慣の未テ

及、 衣食住物品の簡 定着

易調達、 製造業の海 ・社会体験の不足｜

外進出、 高度情報化 ・マルチメディアへの

高い関心マ

自立と共生をめざす家庭科教育

－家族・家庭を核として－

研究内容
・年間指導計画及び評価計画の作成 ・題材の開発

・指導案作成 ・授業実践と考察

第１図
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技術・家庭科は生活に密着した教科であるため、社

会の変化やその時代の考え方から影響を受けやすい。

そこで、戦後、家庭科成立期の時代から現代に至るま

での子どもを取り巻く社会と子どもの状況及びその課

題を把握し、家庭科教育のあり方を探ることにした。

社会的背景と生徒の実態は第１図の通りである。

２ 家庭科教育に求められるもの

家族規模の縮小、多様化する家族、家族及び地域の

人間関係の希薄化により家族のまとまりが失われ、個

人化現象が生じ、人間関係をつくる力が低下している

ことが指摘されている。そこで、人とかかわる力を育

てることが重要課題として挙げられる。

上野（2002）は、「家庭科教育の目指す方向性－現

状と今後の目指す方向性への一提言－」の中で「『家

庭』も『学校』も以前とはだいぶ変わってきている。

個人が自分の事だけを考え、嫌な事はしないで、それ

ぞれにしたいようにしている。（中略）人間は一人で

は生きられない、その最小単位が家族である。その一

員としての存在意義・役目について、どう支え合って

いくか、（中略）認識が必要。」と家族・家庭の学習

の大切さを説いている。

家庭の教育力の低下や少子高齢化への対応、男女共

同参画社会の推進等をふまえ、家庭科教育に対し「家

庭・家族のあり方、家庭の人間関係、子育て」に関す

る内容の充実が求められている。物質的な豊かさと便

利さの中で失われている人とのかかわりを求め、他者

を支援したり、他者からの支援を受けたりという人間

関係の大切さを子どもたち自身が実感できるように、

さまざまな学習の場を用意する必要がある。

３ ３年間を見通した年間指導計画作成と題材開発

（１）年間指導計画作成の視点

家庭分野は「Ａ生活の自立と衣食住」「Ｂ家族と家

庭生活」の内容からなり、教科の目標達成に向けて地

域・学校及び生徒の実態等に応じて学校独自に３年間

を見通したカリキュラムを編成することが可能となっ

た。そこで、「Ａ」「Ｂ」にとらわれず、いろいろな

場面で家庭や地域の人間関係の大切さを学べるように

題材を工夫し、また、成長・変化の著しい中学生期の

発達段階に応じた年間指導計画を考えた。１学年では

自分のこととしてとらえやすい「Ａ」の中の食生活を

中心とした学習を、２学年では同じく「Ａ」の衣生活

と「Ｂ」を中心に学習する計画を立てた。「Ｂ家族と

家庭生活」は、発達段階を考慮すると３学年で扱う方

が自分や家族をより客観視できるので適切であるが、

体験的・実践的な活動をする時間を確保するため、２

学年で学習することとした。さらに３学年では、２学

年の学習を発展させ、家庭生活が地域の人々とのつな

がりの中で成り立っていることを理解し、地域ととも

に家族・家庭のあり方を考える学習を設定した。

（２）題材開発の視点

千田（2003）らは、「これまでの『家族や家庭につ

いての学習』では、複雑な家庭環境を背景に持つ生徒

達はどうしても『楽しい』という思いを抱けず、学習

に対して意欲的に取り組む姿が見られなかった。多感

な時期に家庭や家族について学習を進める事はとても

大切な事ではあるが、一歩間違えば更なる自己否定を

生む結果にもつながりかねない」と述べている。

他の文献からもプライバシーにかかわり、扱いにく

さが報告されているが、ロールプレイング等を取り入

れることで生徒のプライバシーを尊重できること、セ

ルフエスティーム（自己肯定感）を育てることによっ

て家族とのかかわりも肯定的にとらえる力を育成でき

ること、それらが家族関係をよりよくすることに有効

であるという示唆が得られた。また、自己肯定感を育

てることは、他者を肯定し大切にする他者理解にもつ

ながり、人とかかわる力を育てることにも有効である

と考え、これらを視点に置いた題材開発に取り組んだ。

４ 授業実践－家族・親子のかかわりを考える－

（１）授業の実践

家族・親子のかかわりを考える授業では、日常の何

気ない会話やエピソードをテーマにロールプレイング

をさせ、望ましい親子のかかわり方を考えさせる。さ

らに、生まれた時の家族、配偶者を選んで新たに形成

する家族等、人の一生における変化に富んだ家族につ

いて、今、自分としては何ができるのか、将来に向け

てどうしていきたいのか等を考えさせ、家庭や家族の

あり方をとらえさせるようにした。テーマを「日常生

活での自分と家族のかかわりを考えよう」とし、４時

間扱いにした。指導と評価の計画は第１表に示した。

なお、具体的な学習内容の工夫と実践の考察は第１

時から第４時の流れに沿って表した。

あらかじめ提示した親子の肯定的発言・否定第１時：

的発言の２つの会話のパターンを擬似体験させ、家族

それぞれの立場や気持ちを理解させるようにした。身

近な会話を取り上げることによって生徒の興味・関心

をひくようにし、肯定的にとらえることが他者理解に

もつながり、家族をはじめ周囲の人との関係をよりよ

くすることに発展できるように考えた。ここでは、互

いに支え合って生きているという共生の視点を大切に

した。擬似体験することによって感じた気持ちや気づ

きをワークシートに記入させ、さらに得られた考えを

まとめさせた。否定的発言では「嫌な気持ちになる」

肯定的発言では「よい気持ちになる」等の生徒の記述

が見られるとともに、そこからさらに「相手のことを

思って話した方がいい」という考えに発展させる生徒

も見られた。この体験により今まで気づかなかった周

囲の人の気持ちの理解につながり、家族を思いやる優



- 31 -

第１表 「日常生活での自分と家族のかかわりを考えよう」の指導と評価の計画
時 学習活動における具体の評価規準 評価の方

テーマ ね ら い 学 習 活 動 生活や技術へ 生活を工夫し 生活の技能 生活や技術 法等

間 の関心・意欲 創造する能力 についての

・態度 知識・理解

家族の ・自分の家族に置き ・親と子の肯定的な １・自分に置き ・家族の人と ・ 家 族の 立 ワ ー ク シ

立場と 換えながら、家族 発言と否定な発言 換え、会話 のかかわり 場 に気 づ ート１

気持ち について理解を深 を擬似的に体験す をしようと 方に関して き 、か か ワ ー ク シ

める ることによって、 している 自分の感じ わ り方 に ート２

・家族の立場の違い 家族の気持ちを理 ・家族の人と たことをま よ る家 族 ワ ー ク シ

に気づき、かかわ 解する のかかわり とめること の 気持 ち ート３

り方による気持ち 方に関心を ができる を 理解 す 取組状況

の変化を理解する もっている る

日常生 ・日常生活での家族 ・日常生活における １・それぞれの ・ロールプレ ・ 日 常生 活 ワ ー ク シ

活での とのかかわり方に ４つのパターンの 立場に立っ イングを通 で の家 族 ート３

交流 ついて理解を深め かかわり方をロー て、会話を して、家族 と のか か ワ ー ク シ

る ルプレイングによ しようとし とのよりよ わ り方 を ート４

・日常の家庭生活の る発表を通して理 ている い交流のし 理 解し て 取組状況

交流を擬似的に体 解し、家族とのよ かたを考え いる

験することを通し りよい交流のしか ることがで ・ 日 常の 交

て、家族や自分の たを考える きる 流 を擬 似

気持ちを客観的に 的 に体 験

とらえることがで す るこ と

きる を 通し て

・家族とのよりよい 家 族や 自

交流のしかたを考 分 の気 持

える ち を客 観

的 にと ら

え て理 解

する

家庭生 ・家庭や家族の基本 ・家族・家庭につい １・自分の生活 ・家庭や家族 ・ 家 庭や 家 ワ ー ク シ

活の意 的な機能を理解し て考え、家庭生活 や事例をも の基本的な 族 の基 本 ート５

義 家庭生活に関する の基本的な機能や とに、家族 機能につい 的 な機 能 取組状況

基礎的な知識を身 意義について理解 の役割を理 て発表した を 理解 し

につける する 解しようと り、まとめ て いる

している たりするこ

とができる

よりよ ・家庭と家族関係に ・「理想の家族・家 １・家庭と家族 ・家庭と家族 ・ 家 庭生 活 ワ ー ク シ

い家族 ついて課題を見つ 庭」について、現 関係につい 関係につい に 関す る ート６

関係 け、その解決をめ 在と未来の視点で て関心をも て課題を見 基 礎的 な ワ ー ク シ

ざして家庭生活を 考え、そのために って学習活 つけ、その 知 識を 身 ート７

よりよくしようと 自分が今できるこ 動に取り組 解決をめざ に つけ て 振 り 返 り

する とと、未来に向け み、家庭生 して工夫し い る シート

てどのようにして 活をよりよ ている

いきたいかを考え くしようと

る している

しさや考え方の広がりが見られ、他者理解につながっ

たと思われる。また、「家族・家庭のことをやって楽

しかった」の記述に見られるように生徒の興味・関心

をひくことができたと考える。

次に、自分と家族のかかわり方を４つのパターンに

分類し、ワークシートに整理させることによって日常

生活における家族とのかかわり方を意識化することが

できた。

日常生活における４つのパターンのかかわり第２時：

方を理解させ、家族とのよりよい交流のしかたを考え

させるためにロールプレイングによる発表を取り入れ

た。自分以外の家族の立場や気持ちを理解すること、

生徒のプライバシーを尊重すること、さらに劇を作り

上げることを通して友だちとのかかわりの機会をつく

ることもねらいとした。その結果「みんなの生活がち

ょっとわかった気がした」の記述のように多くの話し

合い活動を通して友だちの考えを知り、「劇とかめっ

たにやらないから、すごく難しかったです。あといろ

いろ考えることができ、とてもよかったと思います」

のように考えの深まりも見られた。人とのかかわり方

やコミュニケーションのあり方も学習でき、それぞれ

のねらいを融合した形で達成することができた。また、

ワークシートを用いることにより自分たちが演じるだ

けでなく、他の班がどのようなことに気づき考えたの

か、多様な考え方を共有化することになり、家族との

かかわり方について考えを深めることができた。

家族とのかかわり方に対する考えを深めたと第３時：

ころで自分にとっての家族・家庭とは何なのかを考え
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させた。自分から班員、クラスの考えというように順

を追って他者の考えを知り、考え方が広がるように配

慮した。この学習により、家庭の機能についての概念

化を図ることができた。

：４時間の授業のまとめとして、家族とのかか第４時

わりの大切さを理解し、今自分が何をすべきか、将来

に向けてどのようにしていきたいのかをとらえさせる

ことをめざした。今自分たちができることとして「一

人ひとりのことを信頼すること」「話をよく聞く」

「うれしいことをやる」等のワークシートへの記述が

あることは、よりよいかかわり方としての具体的な行

動を考えることができたといえる。それまでの学習で

形成された家族・家庭についての概念から、何をすべ

きかという行動への意識づけができた。

（２）実践を振り返って

ワークシート１から７までを用意し、生徒が考えた

ことや気持ちを記録し、順を追って学習の軌跡がわか

るようにすること、家族・家庭の学習内容をより自分

のこととしてとらえられるようにすること、単なる活

動ではなくて、記録し考えさせることによって意識化

させ体験的な学習にすること。これらを考慮し、最後

に学習のまとまりとして全体を把握し、振り返ること

ができるシートを作成した。それぞれの気持ちや考え

たことを記録することにより、筋道を立ててとらえる

ことができ、学習内容を一つのまとまりとして理解す

ることができた。学習→気づき→共有化→概念化→次

の学習という展開のワークシートを工夫したことによ

り、学習の深まりが得られた。

また、ロールプレイング等の擬似体験をさせること

は、自分自身を客観視させたり、他者の立場や気持ち

を理解させることができ、考える機会を与えるという

点においても有効であることがわかった。そして、グ

ループ学習の場を設けることにより、人とのかかわり

方を学ばせることができた。生徒のワークシートの記

述や感想からもこのような授業を行っていくことの大

切さを痛感した。そこで、これらの成果を生かし家族

の関係を意識した住生活、幼児の発達や高齢者とのか

かわり等、家族や地域住民の一人として共に生きると

いう視点を重視した他の題材も考え、学習の展開例や

ワークシートを作成し、題材集としてまとめた。

なお、今回の授業実践で扱った題材は、前提として

教師が生徒にどういう言葉かけをし、どういうかかわ

り方をするのかという点が重要である。そのためには

家庭や地域、生徒の状況を十分把握する必要があり、

日頃から生徒と密接にかかわってよりよい関係を築く

ことが大切であると考える。

おわりに

他者への思いやりやいたわりの心を育むこと、家族

や地域住民の一人として共に生きる力を育てること等

をねらいとし、年間指導計画の作成や題材の開発に取

り組んだ。そして、家庭のあり方や家族の人間関係を

学ばせる授業を実践し、その成果をふまえ、幼児の発

達と家族、家族にとってのよりよい住まい等の題材例

を考えた。授業実践では、家族・家庭に関する学習を

通して、自分も生活を支える一員であるとの自覚をも

って、生活をよりよくしようとする健全な考え方の醸

成に近づくことができたと考える。

本研究を通して作成した題材例のうち、授業実践で

きたのは「日常生活での自分と家族のかかわりを考え

よう」だけであり、他の題材例の検証は今後の課題で

ある。

家族や人とのかかわり方を学び、他者を理解し共に

生きるという意識を高めることは、これからの社会に

おいて重要な課題である。実践的・体験的な活動を通

してこれらを考え、学ぶことができるのは家庭科の素

晴らしさであると考える。子どもたちだけでなく、大

人を含め全ての人に求められている家族・家庭の大切

さを認識する学習をさらに充実させていきたい。
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